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は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
期
の
京
都
で
活
躍
し
た
絵
師
・
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
─
九
五
）
は
、
僧
位

や
官
職
を
も
た
な
い
市
井
の
絵
師
で
あ
り
な
が
ら
、
商
人
や
寺
院
、
武
家
の
み
な
ら
ず
、
禁

裏
か
ら
も
継
続
的
に
仕
事
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
。
当
館
に
は
、
光
格
天
皇
（
一
七
七
一
─

一
八
四
〇
、
在
位
一
七
八
〇
─
一
八
一
七
）
の
時
代
か
ら
禁
裏
に
伝
来
し
た
可
能
性
の
高
い

《
海
辺
図
》
や
《
牡
丹
孔
雀
図
》、《
源
氏
四
季
図
屏
風
》
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
註
1
）。

当
館
収
蔵
の
《
杜と

審し
ん

言げ
ん

詩し

意い

図ず

屏び
ょ
う

風ぶ

》（
以
下
、「
本
作
」
と
す
る
）
は
八
曲
一
隻
・
六

曲
一
双
・
六
曲
一
双
の
計
五
隻
の
屏
風
で
あ
り
、
円
山
応
挙
筆
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
（
図

1
～
5
）。
本
作
は
後
世
に
お
い
て
大
幅
に
補
彩
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
応
挙
の
画
風
が
看

取
さ
れ
に
く
く
、
筆
者
名
は
伝
承
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
詳
細
に
検

討
し
た
と
こ
ろ
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
完
成
し
た
内
裏
の
御お

常つ
ね

御ご

殿て
ん

一
之
間
の
障
壁
画

を
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
本
作
の
基
本
情
報
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
下
絵
等
の
周
辺
資
料
と
照
合
し
、
本
作
が
寛
政
内
裏
の
障
壁
画
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
応
挙
の
画
業
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
、
現
時
点
で
の
見
通
し
を
論
じ
て
お
き
た
い
。

第
一
章

寛
政
内
裏
襖
絵
の
概
説
と
本
作
の
位
置

本
作
に
つ
い
て
の
報
告
・
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
寛
政
度
内
裏
造
営
と
そ
の
障
壁
画

に
つ
い
て
概
説
す
る
。

近
世
に
お
い
て
、
大
内
裏
は
幾
度
も
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
度
に
造
営
事
業
が
行
わ

れ
た
。
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
こ
ろ
完
成
の
慶
長
度
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
完

成
の
安
政
度
ま
で
計
八
度
行
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
・
室
町
時
代
同
様
に
幕
府
が
経
費
を
支
出
し

て
い
た
（
註
2
）。
そ
の
中
で
、
寛
政
度
は
幕
府
の
財
政
状
況
が
逼
迫
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
禁
裏
の
意
向
で
復
古
的
か
つ
大
規
模
な
造
営
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
連
動
し
て
、
本
来

は
京
都
所
司
代
や
伏
見
奉
行
が
務
め
て
い
た
惣
奉
行
を
老
中
・
松
平
定
信
（
一
七
五
九
─

一
八
二
九
）
が
務
め
る
、
幕
府
御お

ん

絵え

師し

を
派
遣
す
る
通
例
が
取
ら
れ
ず
、
京
都
に
て
絵
師
が

現
地
任
用
さ
れ
る
、
な
ど
異
例
尽
く
し
で
あ
っ
た
（
註
3
）。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
事
情
に
加

え
、
事
業
規
模
の
大
き
さ
ゆ
え
に
関
連
す
る
文
献
資
料
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
政
治
史
お
よ
び
絵
画
史
の
両
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
き
た
。

寛
政
内
裏
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
火
災
に
遭
っ
て
お
り
、
肝
心
の
襖
絵
も
そ
の
多

く
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
襖
絵
そ
の
も
の
の
検
討
は
困
難
で
あ
っ

た
（
註
4
）。
そ
れ
で
も
、
周
辺
資
料
な
ど
か
ら
、
応
挙
の
果
た
し
た
役
割
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
と
知
れ
る
。

寛
政
度
造
営
に
あ
た
っ
て
現
地
任
用
さ
れ
た
絵
師
に
は
、
事
前
に
禁
裏
御
用
の
履
歴
や
血

統
、
師
承
関
係
な
ど
を
申
告
す
る
『
身み

元も
と

糺た
だ
し』

の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
（
註
5
）。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、「
故
石
田
幽
汀
弟
子
」
と
し
て
円
山
主
水
（
応
挙
）
が
、「
円
山
主
水
忰せ

が
れ」

と
し
て
円

山
右
近
（
応
瑞
）
が
、「
円
山
主
水
弟
子
」
と
し
て
秀
権
九
郎
（
雪
亭
）、
原
在
中
、
駒
井
幸

之
助
（
源
琦
）、
中
村
平
右
衛
門
（
則
苗
）、
吉
村
蘭
洲
（
孝
敬
）、
白
井
忠
八
（
直
賢
）、
岡

橋
喬
槐
、
長
沢
芦
雪
、
山
口
貫
次
郎
（
素
絢
）、
西
村
楠
亭
、
奥
源
次
郎
（
文
鳴
）
が
申
請

し
、
結
果
と
し
て
登
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
下
官
人
の
嶋
田
元
直
は
審
査
を
経
ず
登
用

さ
れ
た
た
め
『
身
元
糺
』
に
名
前
が
な
い
が
、
実
質
は
応
挙
の
弟
子
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
天
皇
が
日
常
生
活
し
、
拝
謁
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
御
常
御
殿
に
お
い

て
は
、
応
挙
が
一
之
間
、
元
直
が
二
之
間
、
応
瑞
が
三
之
間
を
手
が
け
た
（
註
6
）。
狩
野
派

や
土
佐
派
に
比
べ
て
新
興
の
勢
力
と
い
え
る
円
山
派
が
こ
の
よ
う
に
重
要
な
任
を
被
っ
た
背

景
に
は
、
杉
本
欣
久
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
時
の
天
皇
で
あ
っ
た
光
格
天
皇
の

意
向
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
（
註
7
）。
光
格
天
皇
は
、
応
挙
や
そ
の
一
門
の
絵
師
と
交

友
の
深
か
っ
た
実
兄
・
妙

み
ょ
う
ほ
う
い
ん
の
み
や

法
院
宮
真し

ん

仁に
ん

法ほ
っ

親し
ん

王の
う

と
親
し
く
、
絵
画
に
対
す
る
価
値
観
も
共

有
し
て
い
た
。
妙
法
院
に
お
け
る
門も

ん

跡ぜ
き

（
真
仁
法
親
王
）
の
私
的
な
空
間
で
あ
る
「
御
座
の

研
究
ノ
ー
ト 

─ 

伝
円
山
応
挙
筆
《
杜
審
言
詩
意
図
屏
風
》
に
つ
い
て
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図
1
第
一
隻
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間
」
の
障
壁
画
は
応
挙
、
源
琦
、
芦
雪
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、
同
じ
嗜
好
に
基
づ
く
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
註
8
）。

寛
政
度
造
営
に
お
い
て
、
応
挙
が
手
が
け
た
の
は
御お

小こ

座ざ

敷し
き

上
之
間
、
准じ

ゅ

后ご
う

御ご

殿て
ん

御お

小こ

座ざ

敷し
き

上
之
間
、
仙せ

ん

洞と
う

御ご

所し
ょ

常つ
ね

御ご

殿て
ん

御ご

小こ

書じ
ょ

院い
ん

一
之
間
・
二
之
間
、
そ
し
て
御
常
御
殿
一
之
間
で
あ
っ

た
。
御
常
御
殿
一
之
間
の
襖
絵
お
よ
び
床
張
付
・
壁
張
付
に
は
、
唐
・
杜
審
言
（
六
四
五
？
─

七
〇
八
）
の
「
和

し
ん
り
ょ
う
の
り
く
じ
ょ
う
が
そ
う
し
ゅ
ん
ゆ
う
ぼ
う
に
わ
す

晋
陵
陸
丞
早
春
遊
望
」
詩
に
基
づ
く
図
を
、
袋
棚
の
天
袋
小
襖
に
は

四
季
の
松
を
、
地
袋
小
襖
に
は
四
季
の
竹
を
描
い
た
。
杜
審
言
の
詩
は
、
以
下
の
通
り
（
註
9
）。

和
晋
陵
陸
丞
早
春
遊
望

独
有
宦
遊
人
偏
驚
物
候
新

雲
霞
出
海
曙
梅
柳
度
江
春

淑
気
催
黄
鳥
晴
光
転
緑
蘋

忽
聞
歌
古
調
帰
思
欲
沾
巾

�（
晋
陵
の
陸
丞
が
早
春
遊
望
に
和
す
。
独
り
宦
遊
の
人
の
み
有
り
、
偏
に
物
候
の
新
た

な
る
を
驚
く
。
雲
霞
海
を
出
て
曙
け
、
梅
柳
江
を
度
し
て
春
な
り
。
淑
気
黄
鳥
を
催

し
、
晴
光
緑
蘋
を
転
ず
。
忽
ち
古
調
を
歌
う
を
聞
き
、
帰
思
巾
を
沾
さ
ん
と
欲
す
。）

晋
陵
（
江
蘇
省
常
州
市
）
に
赴
任
し
た
陸
丞
と
い
う
人
物
の
「
早
春
遊
望
」
と
い
う
名
の
詩
に

唱
和
し
た
も
の
だ
が
、
陸
丞
や
早
春
遊
望
詩
の
詳
細
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
雲
煙
の
た
な
び
く

広
大
な
長
江
の
景
観
に
、
梅
の
花
や
柳
の
新
緑
、
さ
え
ず
る
ウ
グ
イ
ス
な
ど
春
の
点
景
を
詠
み
込

む
。
う
ら
ら
か
な
春
の
景
色
に
、
故
郷
を
離
れ
一
人
赴
任
す
る
宮
仕
え
の
寂
し
さ
が
重
ね
ら
れ
る
。

御
常
御
殿
一
之
間
の
襖
絵
お
よ
び
床
張
付
・
壁
張
付
は
、
こ
の
杜
審
言
の
詩
に
基
づ
く
た

め
、「
早
春
遊
望
図
」
や
「
詩
之
心
」
な
ど
の
名
で
し
ば
し
ば
文
献
に
登
場
す
る
。
ま
た
そ

の
図
様
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
《
寛
政
御
造
営

仲
選
先
生

常
御
殿
一
之
御
間
下
絵
》

（
京
都
・
三
寶
寺
所
蔵
）
が
従
来
知
ら
れ
て
い
る
（
図
6
、
後
述
）。

と
こ
ろ
で
前
述
の
よ
う
に
、
寛
政
内
裏
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
火
災
に
遭
い
、
襖

絵
を
含
め
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
の
京
都
御
所
は
、
安
政
度
造
営
で
あ
る
。
応
挙
の

作
と
し
て
京
都
御
所
に
現
存
し
て
い
る
の
は
准
后
御
殿
御
小
座
敷
上
之
間
袋
棚
の
天
袋
「
虹
」

四
面
、
地
袋
「
水
に
鮎
」
二
面
の
み
で
あ
る
（
註
10
）。
こ
の
ほ
か
、
恭

き
ょ
う

礼ら
い

門も
ん

院い
ん

御ご

所し
ょ

黒く
ろ

御ご

殿て
ん

は
相
国
寺
に
移
築
さ
れ
て
お
り
、
開
山
堂
と
し
て
現
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
付
属
す
る

「
夏
景
山
水
図
」
十
面
、「
雪
景
山
水
図
」
十
面
、
お
よ
び
杉
戸
絵
八
面
が
現
存
す
る
（
註
11
）。

図6 三寶寺所蔵下絵（①）
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江
口
恒
明
氏
は
、
寛
政
度
造
営
に
参
画
し
た
絵
師
お
よ
び
そ
の
後
の
修
復
に
携
わ
っ
た
絵

師
に
関
し
て
「
禁
裡
御
殿
向
御
絵
襖
絵
筆
者

歴
代
修
繕
沿
革
」（『
御
造
営
手
留
』
浅
野

十
五
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
註
12
）。
江
口
氏
に
よ
れ

ば
、
安
政
度
造
営
に
際
し
て
、
嘉
永
七
年
に
御
用
掛
執
次
の
土
山
武
宗
・
虫
鹿
秀
興
が
土

佐
・
鶴
澤
両
家
に
対
し
、
参
加
絵
師
に
よ
る
内
裏
障
壁
画
の
修
復
履
歴
を
調
査
・
提
出
さ
せ

て
お
り
、「
歴
代
修
繕
沿
革
」
は
そ
の
作
成
書
類
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
常
御
殿
一
之
間
は
「
早
春
遊
望
図
」（
襖
・
床
張
付
・
壁
張
付
）
と
四

季
松
竹
図
（
袋
棚
小
襖
）
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
応
瑞
に
よ
っ
て
繕
わ
れ
、
天
保
三

年
（
一
八
三
二
）
に
在
中
に
よ
っ
て
全
く
違
っ
た
絵
（「
春
秋
耕
作
」
か
）
に
描
き
替
え
ら
れ

て
い
る
（
註
13
）。
す
な
わ
ち
天
保
三
年
の
時
点
で
は
建
物
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

嘉
永
七
年
の
火
災
で
必
ず
し
も
建
物
と
と
も
に
焼
失
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
外
さ
れ
た
「
早
春

遊
望
図
」
を
、
五
隻
の
屏
風
に
改
装
し
た
の
が
本
作
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

�

（
上
嶋
）

第
二
章

本
作
の
基
本
情
報

次
に
本
作
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
作
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

に
、
上
皇
陛
下
と
香
淳
皇
后
よ
り
国
へ
寄
贈
さ
れ
た
作
品
群
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
屏
風
三

件
（
八
曲
一
隻
一
件
─
以
下
「
第
一
隻
」
図
1
、
六
曲
二
双
二
件
─
以
下
「
第
二
・
三
隻
、

第
四
・
五
隻
」
図
2
～
5
）
が
一
括
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。
箱
の
仕
様
は
い
ず
れ
も
等
し

く
、
蓋
表
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
唐
人
杜
審
言
詩
（
意
図
）
屏
風

壹
雙
（
片
）
応
擧
筆
」
の

墨
書
が
あ
る
。
詳
し
い
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
作
品
の
内
容
等
か
ら
、
江
戸
時
代
か
ら
皇

室
に
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
御
在
来
」
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

作
品
は
紙
本
着
色
。
画
中
に
作
者
を
示
す
落
款
印
章
は
な
い
。
折
れ
や
擦
れ
な
ど
の
傷

み
、
図
柄
の
描
き
起
こ
し
や
後
補
の
彩
色
が
全
面
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
所
々
に
繕
い
も
確

認
で
き
る
ほ
か
、
第
一
隻
に
は
細
か
な
切
り
継
ぎ
が
あ
る
。
余
白
に
は
当
初
と
思
わ
れ
る
金

砂
子
や
切
箔
の
ほ
か
に
、
後
補
の
砂
子
が
密
に
蒔
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
制
作
当
初
の
趣

が
著
し
く
損
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
結
果
的
に
本
作
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
要

因
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
く
わ
え
て
縦
に
走
る
幅
二
十
五
セ
ン
チ
前
後
の
折
り
跡
と
思
わ
れ

る
皴
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
時
期
、
折
た
た
ま
れ
た
状
態
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

表
装
は
第
一
隻
、
二
・
三
隻
、
四
・
五
隻
で
、
縁
裂
・
裏
面
唐
紙
と
も
に
異
な
る
が
、
小
葵

文
の
大
縁
（
第
二
・
三
隻
）
や
菊
菱
文
唐
紙
（
第
四
・
五
隻
）
は
江
戸
～
明
治
初
期
の
皇
室
作

品
に
類
似
例
が
あ
る
。
ま
た
縁
は
黒
漆
塗
で
、
魚
々
子
地
に
雲
鶴
文
（
第
一
～
三
隻
）
お
よ

び
亀
甲
文
（
第
四
・
五
隻
）
の
金
具
が
打
た
れ
て
い
る
。

次
に
、
各
図
の
寸
法
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
と
な
る
。

【
第 

一 

隻
】
縦
一
九
四
・
〇
、
横
五
一
七
・
〇
㎝

【
第
二
・
三
隻
】
各
縦
一
六
六
・
六
、
横
三
四
二
・
四
㎝

【
第
四
・
五
隻
】
各
縦
一
六
六
・
八
、
横
三
四
七
・
〇
㎝

第
二
～
五
隻
は
各
縦
五
段
に
紙
を
貼
り
継
い
で
お
り
、
寸
法
も
い
わ
ゆ
る
本
間
屏
風
の
範
囲

内
に
ほ
ぼ
収
ま
る
が
、
第
一
隻
に
つ
い
て
は
縦
六
段
の
紙
継
で
、
縦
横
と
も
に
通
常
の
屏
風
を
大

き
く
超
え
る
。
近
似
の
例
と
し
て
は
当
館
収
蔵
の
狩
野
永
徳
筆
《
唐
獅
子
図
屏
風
》（
縦

二
二
三・六
、
横
四
五
一・八
㎝
）
が
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
本
来
床
貼
付
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
こ
か
ら
第
一
隻
も
、
紙
継
が
当
初
か
ら
屏
風
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
す
る
に
は
極
め
て
不
揃

い
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
（
紙
継
図
1
～
5
参
照
）。
同
様
の
事
は
第
二
～
五
隻
で
も
認
め
ら

れ
、
か
つ
各
隻
の
図
様
も
お
お
む
ね
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
五
隻
の
屏
風
は
、
本
来
は
皇

室
に
か
か
わ
る
建
築
物
の
障
壁
画
と
し
て
制
作
さ
れ
、
の
ち
に
屏
風
に
改
装
さ
れ
た
と
考
え
て

大
過
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
現
状
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
表
装
な
ど
か
ら
幕
末
～
明
治
初
期
が
想

定
さ
れ
る
。
な
お
、
各
隻
の
尾
背
に
は
数
ミ
リ
程
度
本
紙
の
折
込
み
が
あ
り
、
本
来
の
横
寸
法

は
数
セ
ン
チ
程
度
延
び
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
本
作
は
、
ど
の
よ
う
な
建
物
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え

ば
、
京
都
・
三
寶
寺
所
蔵
下
絵
（
図
6
）
等
の
資
料
に
よ
り
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に

完
成
し
、
円
山
応
挙
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
内
裏
御
常
御
殿
一
之
間
の
障
壁
画
で
、
中
国
唐

時
代
の
詩
人
・
杜
審
言
の
詩
か
ら
採
ら
れ
た
図
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
は
箱
書
き
の

内
容
と
も
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
三
寶
寺
所
蔵
下
絵
か
ら
、
本
図
が
床
脇
の
袋
棚
部
分
を
除
く

ほ
ぼ
一
室
分
の
障
壁
画
、
す
な
わ
ち
床
の
間
と
そ
れ
に
続
く
壁
貼
付
、
そ
し
て
三
方
の
襖

十
二
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
対
比
図
、
間
取
り
図
参
照
）。
な
お
、
下
絵
に
見
え
る
襖

の
引
手
が
一
見
す
る
と
本
作
に
は
確
認
で
き
な
い
。
当
該
部
分
は
現
状
砂
子
が
厚
く
蒔
か
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紙継図2 第二隻

紙継図4 第四隻

 は紙継ぎ線
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紙継図3 第三隻

紙継図5 第五隻
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対比図

紙継図1 第一隻
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れ
、
か
つ
巧
妙
に
修
理
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
目
視
で
の
確
認
は
容
易
で
は
な
く
、
い
く
つ

か
の
箇
所
に
つ
い
て
は
そ
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

本
作
の
現
状
等
概
略
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
詳
し
い
内
容
や
位
置
付
け

に
つ
い
て
は
次
章
以
降
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

�

（
戸
田
）

第
三
章

下
絵
・
粉
本
と
の
対
応
関
係

次
に
、
関
連
す
る
下
絵
・
粉
本
を
通
し
て
、
本
作
の
分
析
を
試
み
た
い
。
ま
ず
は
、
こ
れ

ま
で
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

①
京
都
・
三
寶
寺
所
蔵
下
絵

一
巻
（
註
14
）

京
都
市
右
京
区
鳴
滝
の
日
蓮
宗
・
三
寶
寺
の
所
蔵
に
な
る
下
絵
で
あ
る
（
前
掲
図
6
）。

本
紙
の
末
尾
に
「
秀
氏
所
蔵
」
の
印
が
捺
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
寛
政
御
造
営

仲
選
先
生

常
御
殿
一
之
御
間
下
絵

極
彩
色
群
青
引

早
春
遊
望
」
の
墨
書
と
「
秀
氏
所
蔵
」
の
印
が

あ
る
紙
が
付
属
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
外
題
だ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
（
図
7
）。
ま
た
こ

の
紙
と
本
紙
に
ま
た
が
る
よ
う
に
、「
今
円
山
蔵
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
伝
来
の
詳
細
は
不
明

だ
が
、
応
挙
の
弟
子
・
秀

し
ゅ
う

雪せ
っ

亭て
い

（
生
没
年
不
詳
）
の
旧
蔵
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
紙
の
二

か
所
に
、
白
文
方
印
「
應
舉
之
印
」
が
捺
さ
れ
る
。

巻
頭
よ
り
、
袋
棚
→
床
→
南
面
貼
付
→
南
面
襖
四
枚
→
東
面
遣
戸
四
枚
→
北
面
襖
四
面
、

と
展
開
す
る
（
以
上
は
墨
書
の
表
記
通
り
）。
部
屋
を
囲
む
障
壁
画
が
、
途
切
れ
る
こ
と
な

く
一
図
を
形
成
し
て
い
る
。
袋
棚
の
う
ち
、
天
袋
の
「
四
季
松
図
」
四
枚
は
右
か
ら
左
へ
、

地
袋
の
「
四
季
竹
図
」
四
枚
は
左
か
ら
右
へ
四
季
が
展
開
す
る
（
た
だ
し
地
袋
の
絵
は

欠
）。
小
下
絵
で
あ
り
な
が
ら
細
部
ま
で
描
写
さ
れ
て
お
り
、「
群
青
引
」
の
霞
の
ほ
か
、
植

物
の
葉
の
色
や
人
物
の
衣
の
色
ま
で
、
細
か
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
図
様
は
、
基
本
的
に
は
本
作
と
一
致
す
る
。「
下
絵
」
と
あ
る
通
り
、
御
常
御
殿
一
之

間
障
壁
画
の
伺
下
絵
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
写
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

②
川
口
月
嶺
旧
蔵
粉
本

一
巻
（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
所
蔵
）（
註
15
）

川か
わ

口ぐ
ち

月げ
つ

嶺れ
い

（
一
八
一
一
─
七
一
）
は
陸
奥
国
鹿
角
郡
花
輪
の
商
家
出
身
で
、
南
部
藩
の
御

抱
絵
師
と
な
っ
た
。
画
の
師
は
、
鈴
木
南
嶺
で
あ
る
。
南
嶺
は
江
戸
の
人
で
、
は
じ
め
仙
台

の
東

あ
ず
ま

東と
う

洋よ
う

に
、
後
に
呉
春
の
弟
子
・
岡
本
豊
彦
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
（『
画
乗
要
略
』）。

つ
ま
り
月
嶺
は
四
条
派
の
絵
師
で
あ
り
、
応
挙
の
画
系
に
連
な
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な

い
。
川
口
家
に
は
月
嶺
の
写
生
帖
や
下
絵
な
ど
が
数
多
く
伝
わ
っ
た
が
、
現
在
そ
の
大
半
が

盛
岡
市
先
人
記
念
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、「
御
物
応
挙
下
絵

江
邨
春
耕
之
図
」
と
題
さ
れ
る
一
巻
が
あ
る
（
図
8
）。

お
お
む
ね
の
図
様
・
構
成
は
三
寶
寺
下
絵
と
一
致
す
る
が
、
袋
棚
の
小
襖
が
全
く
描
写
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
方
角
の
襖
に
該
当
す
る
か
、
そ
も
そ
も
ど
こ
の
襖
絵
な

の
か
を
示
す
墨
書
な
ど
も
な
い
。
た
だ
し
、
や
や
天
地
の
幅
が
広
く
、
人
物
な
ど
①
よ
り
各

段
に
細
か
い
部
分
が
あ
る
（
図
9
）。
①
よ
り
も
詳
細
で
あ
っ
た
下
絵
を
も
と
に
、
粉
本
と

し
て
幾
度
か
転
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

③
個
人
蔵
・
依た

い
め
い
に
よ
り
さ
し
あ
げ
し
た
え

台
命
差
上
下
絵

三
巻
（
個
人
蔵
）（
註
16
）

外
箱
の
蓋
表
に
「
円
山
主
水
筆
／
禁
裏
御
所
／
寛
政
御
造
営
／
御
用
御
襖
絵
下
絵
稿
本
」

と
墨
書
さ
れ
、
さ
ら
に
蓋
裏
に
「
円
山
応
挙
筆
／
依

台
命
差
上
候
寛
政
御
造
営
／
禁
裏
御

所
御
用
御
襖
下
絵
／
三
巻
」
と
の
貼
紙
が
あ
る
。
ま
た
小
口
に
「
波
」
の
墨
書
と
「
西
荘
文 図7 三寶寺所蔵下絵（①）巻末墨書
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二
之
間
に
「
四
季
海
辺
」
を
描
い
て
お
り
、
第
一
・
二
巻
は
そ
の
下
絵
に
あ
た
る
可
能
性
が

高
い
（
註
19
）。
一
方
で
、
第
三
巻
は
①
②
と
画
題
上
き
わ
め
て
似
通
っ
て
お
り
、
共
通
す
る

モ
テ
ィ
ー
フ
も
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
図
様
は
一
致
し
な
い
。
例
え
ば
、
床
張
付
の
巨
大
な

山
岳
は
な
く
穏
や
か
な
沢
が
描
か
れ
る
（
図
10
）、
北
面
近
景
の
柳
に
囲
ま
れ
た
家
屋
が
中

国
風
の
大
邸
宅
に
な
る
（
図
11
）、
同
じ
く
北
面
の
近
景
に
引
手
よ
り
上
に
達
す
る
よ
う
な

樹
石
を
配
す
る
こ
と
で
遠
景
と
の
明
確
な
対
比
を
作
る
（
図
12
）、
な
ど
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
こ
の
第
三
巻
は
何
の
絵
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
た
め
、
ま
ず
第

二
巻
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
第
二
巻
は
巻
の
半
分
あ
た
り
に
隔
水
を
設
け
、
前
後
に
分
け

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
四
季
海
辺
図
」
と
称
す
べ
き
内
容
で
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
画
中
に

図8 川口月嶺旧蔵粉本（②）巻頭部分

庫
」
の
印
が
捺
さ
れ
た
紙
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
松
坂
の
富
商
・
小お

津づ

久ひ
さ

足た
り

（
一
八
〇
四
─

五
八
）
の
蒐
集
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
箱
は
蓋
表
に
葵
文
が
蒔
絵
さ
れ
て
お
り
、
紐

金
具
に
も
葵
文
が
あ
し
ら
わ
れ
る
。
第
二
巻
の
巻
頭
に
「
巌
老
蔵
」
と
読
め
る
墨
書
が
あ

る
（
註
17
）。
久
足
は
「
円
山
応
立
を
と
ぶ
ら
ひ
ぬ
…
応
瑞
・
応
震
の
時
よ
り
三
代
の
知
己

也
」（『
秋
錦
日
記
』）
と
述
懐
す
る
よ
う
に
、
円
山
家
と
深
い
縁
を
有
し
て
お
り
（
註
18
）、

そ
の
縁
で
入
手
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

付
属
文
書
（
近
代
か
）
の
表
記
に
従
え
ば
、
全
三
巻
の
構
成
は
、
第
一
巻
「
四
季
耕
作

図
」、
第
二
巻
「
四
季
海
辺
図
」、
第
三
巻
「
早
春
遠
望
詩
意
図
」
で
あ
る
。
寛
政
度
造
営
に

お
い
て
、
応
挙
は
仙
洞
御
所
常
御
殿
御
小
書
院
一
之
間
に
四
季
の
「
耕
作
図
」
を
、
応
瑞
は

図9 川口月嶺旧蔵粉本（②）部分

図10 依台命差上下絵（③）第三巻部分
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「
北
御
遣
戸
四
枚
冬
」「
西
御
襖
四
枚
秋
」「
南
御
襖
二
枚
御
張
付
夏
」「
東
御
襖
四
枚
春
」
の

墨
書
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
巻
の
中
に
、
二
室
分
が
合
装
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
半
部
（
図

13
）
は
、
兵
庫
・
百
耕
資
料
館
所
蔵
の
粉
本
《
常
御
殿
三
の
間
四
季
海
辺
図
》（
註
20
）
の
図

様
に
ほ
と
ん
ど
一
致
し
、
実
際
の
障
壁
画
と
対
応
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
の

後
半
部
（
図
14
）
は
遠
近
感
が
強
調
さ
れ
、
人
物
は
比
較
的
小
さ
く
、
応
挙
筆
《
海
辺
図
》（
皇

居
三
の
丸
尚
蔵
館
収
蔵
）
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
、
水
平
線
ま
で
続
く
遠
大
な
景
観
を
描
く
。

こ
こ
か
ら
は
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
第
二
巻
前
半
部
は
治じ

定じ
ょ
うに

な
り
、
実
際
に
襖
に
描
か

れ
た
絵
の
下
絵
、
後
半
部
は
そ
の
過
程
で
没
と
な
っ
た
絵
の
下
絵
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
極

端
な
遠
近
法
や
小
さ
す
ぎ
る
人
物
描
写
が
、
内
裏
の
障
壁
画
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
巻
も
①
②
に
比
べ
遠
近
感
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
第
二
巻
後
半
部

と
近
い
性
質
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
三
巻
は
御
常
御
殿
一
之
間
の
没
と
な
っ

た
絵
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（
註
21
）。

武
田
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
政
度
造
営
に
お
け
る
襖
絵
の
図
様
は
担
当
絵
師
に
よ
っ
て
「
草

案
」
が
出
さ
れ
、
厳
格
な
吟
味
の
末
に
治
定
さ
れ
た
。
訂
正
箇
所
が
あ
れ
ば
指
示
を
記
し
た

付
札
が
貼
ら
れ
て
戻
さ
れ
（
註
22
）、
そ
の
後
に
下
絵
が
制
作
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
時
に
天
皇

の
御お

好こ
の
みに

よ
り
図
様
の
変
更
が
申
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
絵
師
は
二
様
の
下
絵
を
提

出
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
註
23
）。

御
常
御
殿
一
之
間
の
場
合
、
応
挙
は
寛
政
二
年
二
月
よ
り
下
絵
の
制
作
を
始
め
（
註
24
）、

図11 依台命差上下絵（③）第三巻部分

図12 依台命差上下絵（③）第三巻部分

図13 依台命差上下絵（③）第二巻前半部分
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六
月
三
日
に
は
下
絵
を
提
出
（
註
25
）、
同
二
十
三
日
に
は
そ
れ
も
治
定
さ
れ
、
応
挙
に
も
即

日
知
ら
さ
れ
た
（
註
26
）。
た
だ
し
七
月
十
一
日
に
な
っ
て
、
応
挙
は
「
砂
子
御
絵

壱
巻

但
最
初
伺
候
群
青
引
御
下
絵
一
巻
添
」
を
再
提
出
し
て
い
る
（
註
27
）。
こ
の
間
に
、
群
青
引

き
か
ら
金
砂
子
引
き
へ
と
仕
様
変
更
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
註
28
）。
注
意
す
べ
き
は
、
画
材

の
変
更
に
よ
り
、
図
様
に
も
変
更
の
必
要
性
が
発
生
し
た
と
読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
①

②
の
図
様
は
本
作
に
き
わ
め
て
近
く
、
最
終
稿
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
一
方
、
③
第
三
巻

は
そ
う
し
た
変
更
を
経
る
前
の
図
様
を
伝
え
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
①
に
「
群

青
引
」
と
明
記
さ
れ
、
す
や
り
霞
も
青
色
に
塗
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、

③
第
三
巻
＝
砂
子
に
変
更
前
、
①
②
＝
砂
子
に
変
更
後
、
と
単
純
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
③
第
三
巻
は
内
裏
造
営
に
お
け
る
襖
絵
の
図
様
の
策
定
過
程
を

考
察
し
、
本
作
の
表
現
意
図
を
考
え
る
上
で
重
要
な
も
の
と
い
え
る
。

以
下
、
完
成
形
に
近
い
姿
を
伝
え
る
で
あ
ろ
う
①
を
も
っ
て
、
本
作
の
現
状
と
比
較
し
て

い
こ
う
（
註
29
）。
前
章
に
お
け
る
検
討
お
よ
び
対
比
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
床
脇
の
袋
棚
部

分
は
失
わ
れ
、
床
の
間
と
壁
張
付
に
対
応
す
る
第
一
隻
が
本
来
の
位
置
か
ら
左
右
入
れ
替
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
概
ね
①
と
対
応
し
て
お
り
、
御
常
御
殿
一
之
間
障
壁
画
の
ほ

ぼ
全
面
を
屏
風
に
改
装
し
た
も
の
と
知
れ
る
。

し
か
し
、
後
世
の
補
修
が
多
い
こ
と
に
は
、
注
意
を
要
す
る
。
第
一
隻
を
例
に
と
っ
て
み

よ
う
。
第
一
～
二
扇
の
上
部
の
岩
山
の
形
状
は
①
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

隣
接
す
る
青
金
砂
子
部
分
は
不
自
然
な
形
状
を
し
て
お
り
、
後
に
本
来
の
図
の
一
部
を
塗
り

こ
め
た
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
（
図
15
）。
ま
た
第
六
～
八
隻
に
わ
た
る
雲
も
、
①
と
一
致
す

図14 依台命差上下絵（③）第二巻後半部分

図15 第一隻部分
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る
部
分
が
多
い
も
の
の
相
違
は
あ
り
、
黒
く
変
色
し
て
お
り
、
金
砂
子
で
不
自
然
に
補
填
し

た
よ
う
な
部
分
も
目
立
つ
。

第
一
隻
以
外
の
四
隻
に
は
こ
う
し
た
不
自
然
な
金
砂
子
や
変
色
し
た
雲
は
少
な
い
が
、
そ

れ
で
も
後
補
は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
五
隻
第
四
～
五
扇
の
、
楼
閣
を
有
す

る
島
。
①
で
は
そ
の
肩
に
雲
が
た
な
び
く
が
、
本
作
で
は
島
の
手
前
に
描
か
れ
る
べ
き
雲
は

な
く
、
背
後
の
雲
が
あ
る
べ
き
部
分
は
表
現
と
も
つ
か
な
い
褐
色
を
呈
し
て
い
る
（
図

16
）。
後
補
に
よ
っ
て
雲
が
削
除
さ
れ
、
島
が
全
面
的
に
塗
り
直
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
。
ま

た
①
に
描
写
さ
れ
る
、
島
の
周
囲
に
描
か
れ
る
水
波
は
長
江
の
滔
々
と
し
た
よ
う
す
を
あ
ら

わ
す
重
要
な
表
現
と
思
わ
れ
る
が
、
本
作
で
は
裾
の
一
帯
に
撒
か
れ
た
金
砂
子
に
よ
っ
て
隠

さ
れ
て
い
る
。

第
一
隻
の
う
ち
第
五
～
六
扇
に
描
か
れ
る
高
士
（
詩
に
曰
く
宦
遊
人
）
と
従
者
た
ち
は
、

極
彩
色
と
硬
い
線
描
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
応
挙
の
優
れ
た
人
物
表
現
と
は
隔
た
り
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
（
図
17
）。
周
囲
の
樹
石
や
逕こ

み
ちと

と
も
に
、
上
塗
り
さ
れ
た
も
の
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
隻
第
一
扇
、
田
を
耕
す
農
夫
と
牛
は
、
高
士
と
従
者
に
比
べ
て
強

烈
な
印
象
が
や
や
和
ら
ぎ
、
牛
の
毛
描
き
な
ど
も
丁
寧
だ
が
、
合
理
性
を
欠
く
犂す

き

の
描
写
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
応
挙
本
来
の
表
現
と
見
る
こ
と
は
難
し
い
（
図
18
）。

第
四
隻
第
二
～
三
扇
に
は
人
家
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
を
囲
む
梅
の
樹
を
見
る
と
、
水
景
の

青
い
絵
具
が
そ
の
上
に
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（
図
19
）。
つ
ま
り
こ
の
青
色
は
全

面
的
に
塗
り
直
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
青
色
よ
り
上
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
柳
の

樹
は
、
さ
ら
に
後
の
描
き
直
し
と
な
る
。

図16 第五隻部分

図17 第一隻部分

図18 第四隻部分
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こ
の
よ
う
に
、
現
在
見
え
て
い
る
図
様
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
後
補
さ
れ

て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
文
化
十
年
の
繕
い
や
天
保
三
年
の
描
き
替

え
に
伴
う
屏
風
へ
の
改
装
、
あ
る
い
は
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
後
な
ど
に
、
段
階
的
に
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
当
初
の
表
現
と
直
ち
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
応
挙
の
筆
跡
を
残
す

可
能
性
を
探
り
う
る
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
隻
第
三
扇
の
岩
と
人
家
に
隠
れ
た
竹
叢

は
描
線
が
比
較
的
柔
ら
か
く
、
周
囲
の
葉
叢
の
よ
う
な
濃
彩
の
顔
料
も
塗
ら
れ
て
い
な
い
。

第
二
隻
の
梅
林
は
、
料
紙
の
上
に
直
接
描
か
れ
、
後
補
と
み
ら
れ
る
金
泥
よ
り
下
に
あ
る
た

め
、
当
初
の
表
現
を
遺
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
（
図
20
）。

ま
た
、
第
四
・
五
隻
に
見
ら
れ
る
冠
雪
し
た
遠
山
の
表
現
を
見
て
み
た
い
（
図
21
）。
現
状

で
は
、
雪
の
部
分
は
白
色
顔
料
が
面
的
に
塗
ら
れ
て
お
り
、
山
肌
を
表
現
す
る
墨
や
顔
料
と

は
直
線
的
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
一
見
し
て
不
自
然
な
表
現
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
①
に
も
こ

れ
に
類
す
る
表
現
が
見
ら
れ
、
後
補
は
あ
る
も
の
の
応
挙
が
企
図
し
た
表
現
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

以
上
、
下
絵
や
粉
本
と
対
置
し
な
が
ら
、
本
作
の
現
状
を
観
察
し
た
。
大
幅
に
後
補
さ
れ

た
本
作
で
は
、
応
挙
の
描
い
た
雄
大
な
長
江
の
空
気
感
は
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
御
常
御

殿
一
之
間
の
障
壁
画
を
屏
風
に
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

�

（
上
嶋
）

図19 第四隻部分

図20 第二隻部分

図21 第四隻部分
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第
四
章

応
挙
画
と
し
て
の
位
置
づ
け

最
後
に
、
応
挙
画
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
見
通
し
を
論
じ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
画
題
に
つ
い
て
。
寛
政
度
造
営
の
襖
絵
に
は
、
中
国
を
主
題
と
す
る
障
壁
画
も
少

な
く
な
か
っ
た
。「
詔し

ょ
う
じ
ゅ
こ
う
き
ょ
う
ず

儒
講
経
図
」（
小こ

御ご

所し
ょ

東ひ
が
し

廂び
さ
し

南み
な
み

方か
た

布ぬ
の

障し
ょ
う

子じ

、
鶴
澤
探
索
筆
）
や

「
十
八
学
士
図
」（
御お

学が
く

問も
ん

所じ
ょ

上
段
の
間
、
鶴
澤
探
泉
筆
）、「
尭

ぎ
ょ
う

任に
ん

賢け
ん

図と

治ち

図ず

」（
御
常
御
殿

上
段
の
間
、
狩
野
永
俊
筆
）
な
ど
儒
教
的
な
文
脈
の
も
の
が
多
い
ほ
か
、「
帰き

去き
ょ

来ら
い

図ず

」（
御

常
御
殿
南
廂
西
方
杉
戸
、
奥
文
鳴
筆
）、「
商

し
ょ
う

山ざ
ん

四し

皓こ
う

図ず

」（
参さ

ん

内だ
い

殿で
ん

中
段
の
間
、
勝
山
琢
眼

筆
）
な
ど
、
日
本
で
も
馴
染
み
の
あ
る
故
事
人
物
図
も
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
定
の

唐
詩
に
基
づ
く
詩
意
図
は
異
質
で
あ
り
、
御
常
御
殿
一
之
間
・
早
春
遊
望
図
と
、
唐
・
劉
方

平
の
詩
を
絵
画
化
し
た
同
二
の
間
・「
秋

し
ゅ
う

夜や

泛は
ん

舟し
ゅ
う

図
」（
嶋
田
元
直
筆
）
の
み
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
古
典
的
な
唐
詩
だ
が
、
日
本
で
頻
繁
に
絵
画
化
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
唐
代

を
規
範
視
し
た
、
光
格
天
皇
の
意
向
が
働
い
た
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ

れ
ら
は
、
春
と
秋
、
昼
と
夜
を
対
比
さ
せ
た
も
の
で
、
対
の
作
品
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、

図
様
の
面
で
も
何
ら
か
の
対
応
関
係
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
（
註
30
）。

「
早
春
遊
望
図
」
の
よ
う
な
、
国
内
に
作
例
の
乏
し
い
中
国
主
題
の
絵
画
を
描
く
際
、
何

か
他
に
依
る
べ
き
も
の
を
求
め
た
は
ず
で
あ
る
（
註
31
）。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
明
や
清

で
刊
行
さ
れ
た
図
入
り
の
版
本
が
想
定
さ
れ
る
。
応
挙
が
中
国
の
版
本
を
学
ん
で
い
た
こ
と

に
つ
い
て
、
例
え
ば
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
か
ら
翌
年
に
作
成
さ
れ
た
『
写
生
雑
録
帖
』

（
個
人
蔵
）
に
『（
唐と

う

解か
い

元げ
ん

倣ほ
う

）
古
今
画
譜
』
等
の
写
し
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
32
）。「
早
春
遊
望
図
」
に
つ
い
て
は
未
だ
具
体
的
な
図
像
源
泉
を
指

摘
で
き
な
い
が
、『（
唐
解
元
倣
）
古
今
画
譜
』
と
と
も
に
『
八
種
画
譜
』
を
形
成
す
る
『
五

言
唐
詩
画
譜
』
の
う
ち
王
績
・
夜や

か
ん
と
う
け
い

還
東
溪
詩
に
付
さ
れ
た
柳
と
川
、
遠
山
を
組
み
合
わ
せ
た

図
（
倣
李
唐
筆
意
）
や
、
王
勃
・
早そ

う

春し
ゅ
ん

野や

望ぼ
う

詩
に
付
さ
れ
た
重
汀
と
遠
帆
を
組
み
合
わ
せ

た
図
（
倣
朱
克
正
筆
意
、
図
22
）
な
ど
に
は
、
本
作
に
近
い
造
形
語
彙
が
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
下
絵
③
は
、
概
ね
長
江
を
見
は
る
か
す
鳥
瞰
的
視
点
で
全
体
を
統
一
的
に
描
い
て

い
る
。
水
平
線
ま
で
を
連
続
的
に
描
く
描
法
は
、
青
年
期
に
お
い
て
、
西
洋
的
な
透
視
図
法
を

用
い
た
眼
鏡
絵
を
学
習
し
、
体
得
し
た
応
挙
特
有
の
も
の
で
、《
海
辺
図
》（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵

館
収
蔵
）
や
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
《
山
水
図
屏
風
》（
東
京
・
三
井
記
念
美
術
館
所

蔵
、
図
23
）、
同
八
年
の
落
款
が
あ
る
《
海
眺
山
水
図
》（
東
京
・
三
井
記
念
美
術
館
所
蔵
）
な

ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
註
33
）。
と
く
に
、
遠
景
と
近
景
を
対
比
的
に
描
く
《
山
水
図
屏

風
》
左
隻
や
《
海
眺
山
水
図
》
の
表
現
は
、
③
巻
末
と
き
わ
め
て
近
い
。
③
は
、
応
挙
が
得
意

と
し
た
大
観
的
な
山
水
図
を
パ
ノ
ラ
マ
に
拡
げ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
完
成
し
た
本
作
に
は
一
つ
の
定
ま
っ
た
視
点
が
あ
る
と
い
う
よ
り
、
お
お
む
ね
四

つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
主
山
と
そ
の
道
を
仰
ぐ

一
帯
（
Ａ
～
Ｃ
、
第
一
隻
）、
二
本
の
樹
木
と
そ
の
背
後
の
人
家
を
中
心
と
し
た
丘
の
よ
う

な
一
帯
（
Ｄ
～
Ｇ
、
第
二
隻
・
第
三
隻
第
一
扇
）、
鳥
瞰
的
な
視
点
で
遠
帆
を
望
む
一
帯

（
Ｈ
～
Ｊ
、
第
三
隻
）、
鳥
瞰
的
な
視
点
で
遠
山
を
望
み
、
手
前
に
農
耕
風
景
と
柳
林
を
伴
う

人
家
を
描
く
一
帯
（
Ｋ
～
Ｏ
、
第
四
・
五
隻
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
三
・
四
・
五
隻
に
相

図22 『五言唐詩画譜』部分
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当
す
る
部
分
（
Ｈ
～
Ｏ
）
は
、
変
更
は
あ
れ
ど
③
の
構
図
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
第
一
・
二
隻
に
相
当
す
る
部
分
（
Ａ
～
Ｇ
）
は
③
と
は
全
く
異
な
る
。
つ
ま

り
、
大
胆
な
構
図
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
図
様
変
更
は
、
前
述
し
た
仕
様
変
更
な
ど
に
伴
い
指
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
床
張
付
・
壁
張
付
の
部
分
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
は
構
図
の
変
化
を
つ
け
る
よ
う
要
求
さ
れ
、

そ
れ
に
応
え
て
主
山
を
設
け
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
応
挙
画
で
こ
の
よ
う
に
天
地
を
貫
く

主
山
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
《
湖
山
烟
靄
図
》（
個
人
所
蔵
）

や
前
述
し
た
安
永
二
年
の
《
山
水
図
屏
風
》
な
ど
、
中
国
を
主
題
と
す
る
山
水
画
に
は
雲
霞

を
と
も
な
う
高
い
岩
山
が
描
か
れ
て
お
り
、
本
作
に
近
い
。
本
作
で
は
、
こ
れ
に
続
く
丘
の

よ
う
な
一
帯
（
Ｄ
～
Ｆ
）
を
、
前
後
と
は
異
な
り
地
上
の
視
点
か
ら
描
写
し
、
丘
の
盛
り
上

が
り
を
強
調
す
る
。
梅
の
樹
に
は
根
元
ま
で
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
視
線
の
届
か

な
い
向
こ
う
側
の
斜
面
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
構
図
と
す
る
。
こ
う
し
た
視
点
は
、
明
和
五

年
（
一
七
六
八
）
の
《
七
難
七
福
図
巻
》（
京
都
・
相
国
寺
所
蔵
）
の
う
ち
天
災
巻
の
、
う

わ
ば
み
に
襲
わ
れ
る
場
面
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
作
で
は
視
点
の
異
な
る
複
数
の
構
図
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
作
同
様
、
一
室
の
障
壁
画
に
複
数
の
構
図
を
描
く
手
法
を
用
い
る
も
の
に
は
、
本
作
以
前

で
あ
れ
ば
天
明
七
年
の
兵
庫
・
大
乗
寺
客
殿
障
壁
画
《
山
水
の
間
》
や
同
八
年
の
京
都
・
金

剛
寺
客
殿
障
壁
画
《
山
水
の
間
》（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
が
、
本
作
以
降
で
あ
れ
ば
寛

政
六
年
の
香
川
・
金
刀
比
羅
宮
表
書
院
障
壁
画
《
山
水
の
間
》
が
あ
る
。
床
張
付
に
松
の
生

え
る
岩
山
か
ら
落
ち
る
滝
と
松
を
描
く
の
は
金
剛
寺
障
壁
画
（
図
24
）
と
共
通
す
る
が
、
金

剛
寺
障
壁
画
で
は
十
分
な
余
白
を
設
け
て
幽
玄
さ
を
醸
し
出
す
。
画
面
を
覆
い
、
見
る
者
に

迫
る
よ
う
な
構
図
は
、
金
刀
比
羅
宮
《
山
水
の
間
》
床
張
付
《
瀑
布
図
》（
図
25
）
や
、
応

挙
が
没
す
る
同
七
年
の
《
保
津
川
図
屏
風
》（
株
式
会
社
千
總
所
蔵
）
の
前
提
に
な
る
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
応
挙
の
画
業
に
お
け
る
本
作
の
位
置
を
簡
単
に
想
定
し
た
。
応
挙
が
画
業
初
期
に

体
得
し
た
鳥
瞰
的
視
点
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
視
点
の
異
な
る
複
数
の
構
図
を
交
え
る
と
い

う
、
天
明
末
期
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
の
障
壁
画
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
構
図
を
と
り
つ
つ

も
、
床
張
付
に
巨
大
な
主
山
を
設
け
る
と
い
う
表
現
は
、
最
晩
年
の
作
品
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
想
定
さ
れ
る
。

図23 《山水図屏風》東京・三井記念美術館所蔵



82

こ
の
他
、
日
本
の
実
景
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
本
作
第
五
隻
に
描

か
れ
る
、
楼
閣
を
伴
う
島
は
詩
の
内
容
と
は
関
連
せ
ず
、
ど
こ
か
竹
生
島
を
思
わ
せ
る
。
京

都
に
は
あ
り
え
な
い
滔
々
と
し
た
大
河
を
描
く
に
あ
た
り
、
実
景
を
参
照
す
る
と
し
た
ら
巨

椋
池
か
琵
琶
湖
で
は
な
か
っ
た
か
。
応
挙
に
は
《
琵
琶
湖
宇
治
川
写
生
図
巻
》（
京
都
国
立

博
物
館
所
蔵
）
が
遺
り
、
琵
琶
湖
で
の
写
生
が
山
水
画
制
作
に
活
か
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
が
、
本
作
に
実
景
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
明
和
二

年
（
一
七
六
五
）
の
《
淀
川
両
岸
図
巻
》（
原
美
術
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵
）
の
よ
う
な
、
鳥
瞰
的

な
視
点
を
と
る
パ
ノ
ラ
マ
作
品
の
制
作
経
験
も
、
本
作
に
活
か
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
上
嶋
）

図25 金刀比羅宮障壁画《山水の間》のうち《瀑布図》

図24 金剛寺障壁画《山水の間》のうち西側床
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お
わ
り
に

以
上
、
伝
円
山
応
挙
筆
《
杜
審
言
詩
意
図
屏
風
》
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
資
料
と
の
照
合
等
を
通
し
て
作
品
と
し
て
の
性
格
や
、
応
挙
画
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
論
じ
て
み
た
。
応
挙
が
描
い
た
当
初
の
表
現
を
直
接
的
に
感
じ
取
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
も
の
の
、
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
御
常
御
殿
一
之
間
の
障
壁
画
と
し
て

そ
の
美
術
史
的
価
値
は
比
類
な
く
、「
作
例
」
と
し
て
応
挙
の
画
業
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。

今
後
、
本
作
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
座
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
存
在
が

多
く
の
分
野
の
研
究
に
裨
益
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

�

（
じ
ょ
う
し
ま 

さ
と
し

当
館
学
芸
部
特
別
展
課
研
究
員
）

�
（
と
だ 

ひ
ろ
ゆ
き

当
館
学
芸
部
企
画
課
長
）

附
記本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
宮
内
庁
京
都
事
務
所
の
山
本
徹
也
氏
・
長
﨑
紀
子
氏
、
宮
内
庁
用
度
課
の

中
坊
智
氏
、
三
寶
寺
の
鈴
木
英
文
氏
、
百
耕
資
料
館
の
森
田
竜
雄
氏
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館
の
中
浜
聖

美
氏
・
中
村
晶
子
氏
、
ほ
か
各
所
蔵
者
の
皆
様
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
論
の
執
筆
分
担
は
以
下
の
と
お
り
。
上
嶋
悟
史
（
第
一
・
三
・
四
章
、
は
じ
め
に
・
お
わ
り

に
、
間
取
り
図
作
成
）、
戸
田
浩
之
（
第
二
章
、
紙
継
図
・
対
比
図
作
成
）。

註（
1
）	

こ
の
う
ち
《
海
辺
図
》
と
《
牡
丹
孔
雀
図
》
の
箱
に
は
光
格
天
皇
御
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
貼
紙
が
あ
り
（
本
巻
、
上
嶋
・
須
澤
報
告
を
参
照
）、《
源
氏
四
季
図
屏
風
》
は
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
の
「
御
屏
風
目
録
」（
東
山
御
文
庫
蔵
）
に
「
源
氏
四
町
図
」
と
記
さ
れ
る
も
の
に

該
当
す
る
。

（
2
）	

寛
政
度
造
営
に
関
す
る
主
な
研
究
と
し
て
、
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
（
新
訂
）』（
中
央
公
論
美
術

出
版
、
一
九
八
七
年
）、
岩
間
香
・
中
嶋
節
子
・
植
松
清
志
・
谷
直
樹
「
復
古
様
式
の
造
営
過
程

に
お
け
る
絵
師
の
役
割

寛
政
度
内
裏
に
関
す
る
研
究
⑴
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』

五
八
〇
、
日
本
建
築
学
会
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
頁
一
九
七
─
二
〇
三
）、
植
松
清
志
・
岩
間
香

「
寛
政
度
内
裏
に
お
け
る
復
古
様
式
の
企
画
・
設
計
過
程
に
関
す
る
研
究

江
戸
時
代
の
禁
裏
大

工
お
よ
び
禁
裏
絵
師
の
活
動
を
通
し
た
学
際
的
研
究
」（『
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
論
文
集
』

三
三
、
住
宅
総
合
研
究
財
団
、
二
〇
〇
六
年
、
頁
二
四
一
─
二
五
二
）、
武
田
庸
二
郎
・
江
口
恒

明
・
鎌
田
純
子
編
『
近
世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究

幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序

列
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
五
十
嵐
公
一
・
江
口
恒
明
・
鎌
田
純
子
編
『
朝
廷
権
威
の

復
興
と
京
都
画
壇

江
戸
時
代
後
期
』（
天
皇
の
美
術
史
五
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）。

（
3
）	

武
田
ほ
か
二
〇
〇
八
、五
十
嵐
ほ
か
二
〇
一
七
（
前
掲
註
2
）
な
ど
。

（
4
）	

現
在
の
京
都
御
所
は
安
政
度
造
営
で
あ
り
、
現
存
す
る
障
壁
画
は
一
八
一
七
面
あ
る
と
い
う
。
一

方
、
寛
政
内
裏
の
う
ち
焼
失
を
免
れ
た
襖
絵
は
九
十
九
面
に
と
ど
ま
る
。「
京
都
御
所
の
障
壁
画

と
絵
師
」（『《
京
都
》
御
所
と
離
宮
の
栞
』
其
の
七
、
宮
内
庁
京
都
事
務
所
、
二
〇
一
四
年
二

月
）、「
応
挙
が
描
い
た
皇
后
宮
常
御
殿
御
小
座
敷
上
の
間
小
襖
「
水
に
鮎
」「
虹
」」（
同
前
其
の

九
、二
〇
一
四
年
七
月
）。

（
5
）	

そ
の
写
し
と
み
ら
れ
る
『
禁
中
御
用
絵
師
任
用
願
』
が
京
都
女
子
大
学
図
書
館
・
小
沢
蘆
庵
文
庫

に
含
ま
れ
て
お
り
、
武
田
ほ
か
二
〇
〇
八
（
前
掲
註
2
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）	

御
常
御
殿
に
つ
い
て
は
、『
京
都
御
所
障
壁
画

御
常
御
殿

御
学
問
所
』（
京
都
国
立
博
物
館
、

二
〇
〇
七
年
）、
栗
本
康
代
・
植
松
清
志
・
岩
間
香
・
谷
直
樹
「
寛
政
度
内
裏
に
お
け
る
常
御
殿

の
設
計
」（『
生
活
科
学
研
究
誌
』
一
〇
、
大
阪
市
立
大
学
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
頁
七
三
─

八
三
）
な
ど
。

（
7
）	

杉
本
欣
久
「
妙
法
院
門
跡
・
真
仁
法
親
王
と
円
山
応
挙
の
門
人
た
ち
─
円
山
応
瑞
・
呉
春
・
中
村

則
苗
・
長
沢
芦
雪
・
源
琦
」（『
古
文
化
研
究
』
一
六
、
黒
川
古
化
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
三
月
、

頁
一
六
─
九
九
）。

（
8
）	

光
格
天
皇
と
真
仁
法
親
王
が
絵
画
の
嗜
好
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
嶋
悟
史
「
光

格
天
皇
、
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
と
画
僧
・
月
僊

新
出
の
二
作
品
を
め
ぐ
っ
て
」（『
尚
蔵

皇

居
三
の
丸
尚
蔵
館
紀
要
』
一
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
二
五
年
三
月
、
頁
三
〇
─
四
六
）。

（
9
）	

明
・
李
攀
竜
撰
、
服
部
南
廓
校
訂
『
唐
詩
選
』
巻
三
、
江
戸
・
嵩
山
房
刊
、
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）。
た
だ
し
、
訓
読
は
改
め
た
。

（
10
）	

宮
内
庁
京
都
事
務
所
二
〇
一
四
（
前
掲
註
4
）。

（
11
）	『
円
山
応
挙

相
国
寺
・
鹿
苑
寺
（
金
閣
）・
慈
照
寺
（
銀
閣
）
所
蔵
』（
相
国
寺
承
天
閣
美
術

館
、
二
〇
一
三
年
）
よ
り
佐
々
木
丞
平
氏
作
品
解
説
、
上
嶋
悟
史
「
今
出
川
通
を
と
び
こ
え
た
子

犬
た
ち
」（『
書
物
学
』
二
八
、
相
国
寺 

寺
宝
が
伝
え
る
歴
史
と
信
仰
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
五

年
七
月
、
頁
八
九
─
九
五
）。

（
12
）	
江
口
恒
明
「
寛
政
二
年
以
降
の
京
都
画
壇
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
秩
序
」（『
美
術
史
論
集
』

一
七
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
頁
六
三
─
九
二
）。

（
13
）	『
御
造
営
手
留
』
浅
野
十
五
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
在
中
に
よ
っ
て
、「
四
季
松
竹
」
は
「
河
図
洛

書
」
に
描
き
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
同
十
四
の
記
事
に
は
、
そ
の
時
点
で
袋
棚
小
襖
以
外
は
す
で

に
「
春
秋
耕
作
」
に
変
わ
っ
て
い
た
や
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
江
口
恒
明
「
禁
裏
御
用
と
絵

師
の
「
由
緒
」・「
伝
統
」」（
五
十
嵐
ほ
か
二
〇
一
七
、
前
掲
註
2
所
収
）
所
載
の
表
3
で
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
文
化
十
年
の
時
点
で
応
瑞
が
「
早
春
遊
望
図
」
を
「
春
草
木
」
に
、「
四
季
松
竹
図
」

を
「
四
季
松
竹
」
に
描
き
替
え
る
よ
う
調
整
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
公
武
御
用
日
記
（
有
庸
卿
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記
）』
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
描
き
替
え
理
由

と
し
て
「
常
御
殿
一
之
間
（
梅
柳
之
絵
）
御
襖
…
思
召
之
外
損
候
故
張
替
」（
十
一
月
八
日
条
）

と
、
光
格
天
皇
の
意
向
に
加
え
、
物
理
的
な
損
傷
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、「
常
御
殿
御
間
絵

之
事
…
是
迄
之
画
手
御
賞
翫
…
甚
御
残
念
不
応
御
気
色
」（
十
一
月
八
日
条
）、
つ
ま
り
光
格
天
皇

が
従
来
の
絵
を
好
み
、
描
き
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
す
で
に
描
き
換
え
が
あ
り
、
か
つ
外
さ
れ
た
絵
が
保
存
さ
れ
た
と
す
る
信
憑
性
は
高
い

が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
を
進
め
た
い

（
14
）	

紙
本
淡
彩
、
縦
二
二
・
〇
×
横
二
七
五
・
八
㎝
。『
円
山
応
挙

日
本
絵
画
の
破
壊
と
創
造
』（
別
冊

太
陽
、
平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
掲
載
。

（
15
）	

紙
本
淡
彩
、
縦
四
五
・
五
×
五
三
五
・
五
㎝
。『
月
嶺
・
雪
蕉
』（
岩
手
県
立
博
物
館
、
一
九
八
六

年
）
に
掲
載
。
三
井
記
念
美
術
館
・
藤
原
幹
大
氏
に
御
教
示
賜
っ
た
。

（
16
）	

紙
本
淡
彩
。
未
紹
介
。
板
橋
区
立
美
術
館
・
印
田
由
貴
子
氏
に
御
教
示
賜
っ
た
。

（
17
）	「
巌
老
」
は
未
詳
。
付
属
文
書
（
近
代
か
）
に
は
「
応
挙

幼
名
円
山
岩
次
郎

晩
年
巌
老
を
称

ふ
」
と
あ
る
が
、
根
拠
は
定
か
で
な
い
。
ま
た
、
応
挙
の
弟
子
・
渡
辺
南
岳
は
「
巌
」
印
も
用
い

る
た
め
、
そ
の
旧
蔵
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
18
）	

菱
岡
憲
司
『
大
才
子
小
津
久
足

伊
勢
商
人
の
蔵
書
・
国
学
・
紀
行
文
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
二
三
年
）。

（
19
）	『
御
所
向
御
絵
之
間
帳
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
木
子
文
庫
）、『
禁
裏
御
殿
御
障
子
御
書
画
大

略
』（
大
阪
公
立
大
学
杉
本
図
書
館
森
文
庫
）
に
よ
れ
ば
、
仙
洞
御
所
常
御
殿
御
小
書
院
一
之
間

に
は
「
耕
作
図

唐
画
春
夏

総
雲
取
砂
子

泥
引
極
彩
色
」
が
、
二
之
間
に
は
「
耕
作
図

唐

画
秋
冬

仕
立
同
上
」
が
、
御
常
御
殿
三
之
間
に
は
「
四
季
海
辺

薄
彩
色
」
描
か
れ
た
。

（
20
）	

紙
本
淡
彩
、
縦
三
九
・
〇
×
横
四
四
二
・
〇
㎝
。
巻
頭
に
「
常
御
殿
三
之
御
間

四
季
海
辺
薄
砂
子

中
彩
色

岡
田
蔵
」
と
墨
書
さ
れ
る
。『
江
戸
時
代
の
山
争
い
・
水
争
い
／
応
挙
と
そ
の
一
族
の

粉
本
』（
百
耕
資
料
館
、
二
〇
一
五
年
）
に
掲
載
。

（
21
）	

以
上
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
上
嶋
が
調
査
の
中
で
印
田
氏
な
ら
び
に
京
都
文
化
博
物
館
・
有
賀
茜

氏
と
共
有
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）	

訂
正
箇
所
を
記
し
た
付
札
が
伴
う
下
絵
の
現
存
例
と
し
て
、
原
在
照
《
安
政
度
禁
中
御
造
営
御
用

画
写
》（
個
人
所
蔵
）
が
あ
る
。『
原
派
こ
こ
に
在
り
─
京
の
典
雅
─
』（
京
都
文
化
博
物
館
、

二
〇
二
三
年
）
を
参
照
。

（
23
）	

武
田
庸
二
郎
「
寛
政
の
御
所
造
営
と
十
九
世
紀
の
京
都
画
壇
」（
五
十
嵐
ほ
か
二
〇
一
七
、
前
掲

註
2
な
ど
所
収
）。

（
24
）	

京
都
・
洛
東
遺
芳
館
所
蔵
「
応
挙
日
記
・
写
生
図
屏
風
」（
以
下
、「
応
挙
日
記
」）
よ
り
。
川
﨑

博
『
応
挙
の
日
記

天
明
八
年
～
寛
政
二
年
─
制
作
と
画
料
の
記
録
─
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
二
四
年
）
に
紹
介
さ
れ
る
。

（
25
）	

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
造
内
裏
御
指
図
御
用
記
」（
以
下
、「
御
用
記
」）
よ
り
。
翻
刻
は
、
詫
間

直
樹
編
『
京
都
御
所
造
営
録 

造
内
裏
御
指
図
御
用
記
（
一
）
～
（
五
）』（
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
一
〇
～
一
五
年
）。
ま
た
武
田
ほ
か
二
〇
〇
八
（
前
掲
註
2
）
に
も
所
収
。

（
26
）	「
応
挙
日
記
」、「
御
用
記
」。

（
27
）	「
御
用
記
」。「
応
挙
日
記
」
に
も
、
七
月
九
日
条
に
「
常
御
殿
砂
子
に
替
御
下
絵
認
上
る
」
と
あ

る
。

（
28
）	

群
青
引
き
か
ら
金
砂
子
引
き
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
川
崎
博
氏
に
よ
っ
て
も
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
前
掲
註
24
。
ま
た
御
所
障
壁
画
に
お
け
る
群
青
引
き
に
つ
い
て
は
、
長
﨑
紀
子
「
技
法
と

材
料
か
ら
み
る
京
都
御
所
の
「
紺
青
引
」」（『
宮
内
庁
京
都
事
務
所 

年
報
』
三
、二
〇
二
二
年
三

月
、
頁
七
一
～
九
〇
）。

（
29
）	「
早
春
遊
望
図
」
の
粉
本
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
島
田
貞
彦
所
蔵
粉
本
（
京
都
史
蹟
会
編
『
御
所

沿
革
史
料
図
譜
』
芸
艸
堂
、
一
九
一
四
年
に
掲
載
）
が
あ
る
。
ま
た
、『
東
洋
美
術
大
観
』
六

（
審
美
書
院
、
一
九
〇
八
年
）
に
は
、「
早
春
遊
望
図
稿
」
が
応
瑞
か
ら
岡
村
鳳
水
に
与
え
ら
れ
、

さ
ら
に
駿
河
の
植
松
家
へ
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
が
、
未
見
。

（
30
）	「
秋
夜
泛
舟
図
」
の
粉
本
も
京
都
史
蹟
会
一
九
一
四
（
前
掲
註
29
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
図

版
は
一
部
の
み
で
詳
細
な
検
討
は
難
し
い
。

（
31
）	

な
お
「
御
用
記
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
元
年
七
月
二
十
九
日
の
「
伺
書
」
に
は
、
御
常
御
殿
一
之
間

に
関
し
て
「
先
だ
っ
て
御
絵
仕
立
て
こ
れ
あ
り
。
御
手
本
御
下
げ
こ
れ
あ
り
候
え
ど
も
、
こ
の
度

治
定
御
絵
様
相
伺
い
た
く
候
」
と
の
付
札
が
あ
り
、
作
画
の
参
考
と
す
べ
き
手
本
（
過
去
の
内
裏

に
お
け
る
同
室
の
襖
絵
の
控
え
な
ど
か
）
が
宮
中
か
ら
貸
し
下
げ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
32
）	

板
倉
聖
哲
「
円
山
応
挙
と
中
国
絵
画
─
「
写
生
雑
録
帖
」
か
ら
窺
え
る
も
の
─
」（『
円
山
応
挙
─

「
写
生
」
を
超
え
て
─
』、
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
）。

（
33
）	

上
嶋
悟
史
「
作
品
紹
介

円
山
応
挙
《
海
辺
図
》」（『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
二
八
、
宮

内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
、
頁
二
四
─
三
一
）。

図
版
出
典

図
6

�

金
子
信
久
監
修
『
円
山
応
挙

日
本
絵
画
の
破
壊
と
創
造
』（
別
冊
太
陽

日
本
の
こ
こ
ろ
、

平
凡
社
、
二
〇
一
三
年
）

図
7
、
8
、
9
、
11

上
嶋
撮
影

図
10
、
12
、
13
、
14

印
田
由
貴
子
氏
撮
影

図
22

�

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
紅
葉
山
文
庫
本
）�

�
https://w

w
w.digital.archives.go.jp/im
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三
井
記
念
美
術
館
提
供

図
24

亀
岡
市
文
化
資
料
館
提
供

図
25
『
応
挙
／
呉
春
』（
日
本
美
術
絵
画
全
集
愛
蔵
普
及
版
二
二
、
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
）
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本
紀
要
の
投
稿
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
査
読
を

経
た
審
査
を
し
、
採
用
決
定
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
内
容
は
、
収
蔵
品
お
よ
び
館
の
業
務
に
関
わ
る
も
の

を
題
材
と
し
、
関
連
諸
学
（
美
学
・
美
術
史
学
、
歴
史
学
、

考
古
学
、
博
物
館
学
、
博
物
館
教
育
、
博
物
館
情
報
、
保
存

科
学
等
）
に
お
け
る
研
究
、
お
よ
び
上
記
以
外
の
館
の
活
動

に
関
わ
る
事
業
・
事
例
等
報
告
と
し
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
事
業
・
事
例
等
報
告
や
調
査
概
報
に
つ
い
て

は
、
査
読
は
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
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